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1. はじめに 
メインフレーム環境とオープンシステム環境を

対象としたストレージ管理では，ストレージ管理

情報や管理ソフトウェアの違いから，各環境で個

別に管理する方式が取られてきた．しかし，両環

境のストレージを有する環境では管理者が 2 重に

必要であるなど，管理コスト増に繋がることが問

題であった．そこで，メインフレームホストの保

持するストレージ定義情報をネットワーク経由で

オープンシステム側の管理ソフトウェアに提供す

るエージェントプログラム(以下，メインフレーム

エージェント)を開発し，ディザスタリカバリ技術

の制御[1]等においてメインフレーム環境とオープ

ンシステム環境の統合ストレージ管理を提供した． 
一方，国内のメインフレームストレージ導入環

境では，セキュリティに対する懸念から，メイン

フレーム環境とオープンシステム環境とのネット

ワーク接続を物理的に遮断している場合が多い．

そのため，従来のメインフレームエージェントの

構成ではそのような環境に対して適用することが

できないという課題があった． 
本研究では，メインフレーム環境とオープンシ

ステム環境間で通信できない環境下での統合スト

レージ管理方式を実現するための新規メインフレ

ームエージェントを提案する． 
 
2. 本研究の課題と目的 
2.1 本研究の課題 
従来のメインフレームエージェントは，オープ

ン側管理ソフトウェアからの情報要求をネットワ

ーク経由で受信し，メインフレームホストの保持

するストレージ定義情報を再びネットワーク経由

でオープン側管理ソフトウェアへ提供していた． 
そのため，メインフレームエージェントとオー

プン側管理ソフトウェア間のネットワークが遮断

されている場合には，そのままの構成では適用で

きない． 
 
2.2 本研究の目的 
本研究の目的は，先述の通信不可環境での統合

ストレージ管理方式実現のため，当該環境で適用

可能な新規メインフレームエージェントのシステ

ム構成および機能構成を提案することである． 
 
3. 統合ストレージ管理方式の提案 
3.1 従来のメインフレームエージェント 
(a) システム構成 
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メインフレームエージェントはメインフレーム

ホスト上に配置される． 
メインフレームホストとオープンサーバ間は

LAN で接続されており，管理情報の要求とそれに

対する返答は全て LAN 経由で行われる． 
 
(b) 機能構成 
従来のメインフレームエージェントの機能構成

を表 1 に示す． 

表 1 エージェント機能構成 

機能 説明 
設定 エージェントの設定 
HTTP サーバ エージェントがオープン側管理ソフト

ウェアと HTTP で通信する 
要求分析 オープン側管理ソフトウェアからの要

求内容の分析 
状態取得 管理対象ストレージの情報の取得 
返答作成 要求に対する情報を XML 形式の返答に

組み立てる 
＜処理概要＞ 
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図 1 メインフレームエージェントの 
   システム構成 
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1. メインフレームエージェントは起動すると

メインフレームホスト上に常駐する． 
2. メインフレームエージェントがオープン側

管理ソフトウェアのストレージ情報要求を

ネットワーク経由で受信し，要求分析機能

により要求内容を判断する． 
3. 状態取得機能により返答に必要な情報を収

集する．情報の収集にはメインフレーム側

管理ソフトウェアの機能を利用する． 
4. 返答作成機能により XML 形式の返答メッ

セージを作成した後，オープン側管理ソフ

トウェアへ HTTP サーバを介して送信する． 
 
3.2 新規メインフレームエージェント 
(a) システム構成 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
新規メインフレームエージェントに対するオー

プン側管理ソフトウェアからの要求内容は従来と

同じである． また新規メインフレームエージェン

トでは，メインフレームホスト環境とオープンサ

ーバ環境間のネットワーク接続が存在しない環境

を対象としなければならない． 
一方，管理ソフトウェアから要求される情報は

ストレージ装置のボリューム構成の定義情報であ

り，この情報の更新頻度は低いため常時監視する

必要はなく，情報更新時にその情報を短時間でオ

ープン側へ提供できれば対応可能である． 
そこで，図 2 に示すように，オープン側管理ソ

フトウェアの要求を処理する必要のあるメインフ

レームエージェントをオープン側の別サーバ上に

配置し，更新された管理対象のストレージ定義情

報をフロッピーディスク等の手段でメインフレー

ムエージェントが配置されているオープンサーバ

へコピーする構成を提案する． 
また，新規メインフレームエージェントは CGI

として提供し，オープンサーバ上には常駐起動さ

せない．オープン側管理ソフトウェアからの要求

を処理する際にエージェントは起動し，一連の処

理を終えるとエージェントも終了する． 
 

(b) 機能構成 
表 1 で示した従来の機能構成について，新しい

システム構成を基に次のように検討した． 
 
(ア) 設定 

エージェントの初期設定に必要な処理を行う． 
(イ) HTTP サーバ 
新規メインフレームエージェントは CGI として

提供されるため HTTP サーバ機能は IIS 等の既存

の HTTP サーバを利用する．そのためエージェン

トには本機能は実装しない． 
(ウ) 要求分析 
オープン側管理ソフトウェアからの要求内容は

メインフレームエージェントの違いに依存しない

ため，要求内容の分析処理は既存のメインフレー

ムエージェントと同じ処理方法を実装する． 
(エ) 状態取得 
新規メインフレームエージェントは，自身が配

置されたオープンサーバ内にコピーされたストレ

ージ定義情報ファイルを読み込む． 
(オ) 返答作成 
オープン側管理ソフトウェアに対して，返答メ

ッセージの形式は両メインフレームエージェント

で共通にする必要がある．そのため返答作成機能

は従来と同じ処理方法を実装する． 
 
新規メインフレームエージェントの機能構成と

処理概要を以下に示す． 

表 2 新規エージェントの機能構成 

機能 説明 
設定 従来と同じ 
要求分析 従来と同じ 
状態取得 ストレージ定義情報ファイルを読み込む 
返答作成 従来と同じ 
 
＜処理概要＞ 

1. メインフレームエージェントがオープン側

管理ソフトウェアからの要求を受信する． 
2. 要求内容の分析後，必要なストレージ定義

情報ファイルを読み込む． 
3. XML 形式の返答メッセージを作成し，オー

プン側管理ソフトウェアへ送信する． 
 
4. まとめ 
本研究では，オープンとメインフレームホスト

間に通信制約のある環境での統合ストレージ管理

方式のため新規メインフレームエージェントを検

討・提案した．今後，エージェントの試作を通じ

て有効性を検証する予定である． 
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図 2 新規メインフレームエージェントの 
      システム構成 
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